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1.はじめに

固定試験地では材偵成長量を求める際，樹高を毎木に精密測定することが困難なために樹高曲線の形が

はぼ一定であると仮定して曲線式を固定し，期首蓄積と期末蓄積の差から成長量を計算することが多い。

この仮定が成立しないで，樹高曲線が時間とともに変化するものとすれば，このようにして求めた成長量

は期首および期末の毎木の直径と樹高測定値から計算した値とは違ってくるはずである。

この点lこついてはドイツでは古くから注目され E. SPEIDEL幻が 1893 年に発表した論文で言及して

おり，のち E. ASSMANN 1) も 1943 年に論じている。最近では PRODAN を中心とする Arbeitkreis

第 1 表資料一覧表

営林局 営林署 試 験 地 名 樹種 資料数
第 l 回|第 2 回|第 3 回

東京 静掛静 川岡岡 山 代宮 ヒノキ 22 27 675 

" 32 37 93 大富土根(無施行区)根 " 34 39 ¥78 
〆'/ 富士 " 34 39 176 
河津 荻荻ノ入(無ノ施行区)入 スギ 31 36 154 

" " 31 36 178 
気回 都沢(無施行区沢) ヒノキ 31 36 76 

ι， 

" 31 36 104 
浜松 大都 谷(無施行区) " 41// 39~42 4466//4444 ~47 136 

" 大 谷 " 41/39-42 -47 154 

青森

喜一ー侍松ノノ奈関聞浜浜浜由除玄立伐(((第第第木本〈第24度度I 3比区区区比区)) 較) 較) 

アカマツ 18 21 120 

" 18 21 24 68 

" 18 21 24 97 

" 12 15 18 97 

" 42 47 52 85 

" 35 40 45 217 

(1) 経営部経営科営農林牧野研究室員 (2)( 3) 経営部経済科測定研究室員
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Forstliche Biometrie3) が唱道する Leistungskont，rol (照査法の一変型)でも同じことを論じてい

る。その要点は，同一林分では樹高曲線の形は常に一定であるが，年齢の進むにつれて，平行に上方に移

動するということである。河田木博士的もこのことに注意されて，各調査時の樹高曲線を別々に調整さ

れている。この場合も曲線は年齢とともに上方に推移しているが，必ずしも平行ではない。

そこで筆者らは，青森営林局管内および東京営林局管内の 16 箇所の収穫試験地(第 1 表)の資料をも

ととして，樹高曲線の形の変化の有無と，樹高曲線式を一定としたとき，成長量がどれくらい毎木測定で

求めたものと違ってくるかを検討した。ただし実際に樹高曲線を用いるのは毎木測定がむずかしい場合で

あるから，適当な本数の標本木を選んで樹高を実測し全林の樹高曲線式を推定することになる。したが

って抽出誤差の問題が生ずるが，ここでは簡単のために試験地全部の資料を用いて，調査時点問のあては

めの問題のみを考えた。

2. 曲線式の選定

樹高曲線としては種々のものが考えられ，用いる曲線によって比較の結果も異なると思われる。ここで

は最も簡単な一次式

H=a+bD ・H ・ H ・..…."・ H・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……(1)

と NλSLUND の式りとして知られている

r、2

H =1. 2+ ーーとー寸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・凶
(æ+ßDノ

をとり，東京の 5 つの試験地の第 1 回測定の資料を用いて適合度の比較を行なった。 (2)は曲線式であるか

ら変形して

Dh官ご1.τ=æ+ßD …H ・ H・-…H ・ H・..…・・……H ・ H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・仰

なる線型式として最小二乗法で係数を求めた。

この場合残差平方和の自由度は同一だから，適合度を比較するためには，直線式の回帰からの偏差平方

和 Sdy • "，2 とこれに対応する樹高実測値Hからの NλSLUND 式の推定値.fIの偏差平方和 L;d2 を比較す

れば十分である。この結果を第 2 表に示す。

第 2 表 回帰線からの偏差平方和の比較(第 1 回調査)

次式 NλSLUND 式 |sdJlzplzmdyJ 
(必)

山 宮 IJ=2. 14+0. 5039D 
D2 

H= 1. 2+ (1.2602;0. 2871D)2 193.50 182.98 94.6 

大 イ℃ H=8. 55+0. 1659D 
D2 

79.57 77_ 94 98.0 H=I.2+ 
(0. 8202+0. 2650D) 2 

富士区根) (無施行
H=5. 08+0. 3727D Hz12+D2  

(1.2149十 0.2399D)2
107.85 76.27 70. 7 

富士根 li=7. 48+0. 2428D H=1.2+ D2 
(0. 9825+0. 2515D)2 

62.53 60.47 96. 7 

大(無施行区谷) H=9. 48+0. 1749D H=1.2+ D2 
+ (0. 7169';0. 2551D)2 

63.76 6208 97.4 

表でみられるとおり，どの試験地の場合でも NλSLUND 式の方がよくあてはまることがわかる。しか

し富士根(無施行区)を除けばこの差はそう著しいものではないから，形の比較には一次式でも NλSLUND
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式でも大差ないと思われるが，以下の検討では主としてより一般性のある NλSLUND 式を用い，必要に

応じて一次式の結果を参照することにする。

3. 樹高曲線の形の比較

(1) 回帰係数聞の差の有意性検定的

ある直径に対する樹高推定値は，係数 a および 8 のみできまるから，一定期間ののち曲線の形が変

化したか否かは，各ìl!IJ定ごとの s および 9 の聞に差があるかどうかを調べればよい。 (3)の左辺を Y と

おき D を X と書きかえれば，

Y=a+゚ X ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..….，.・ H・..……(4)

となる。これによって求めた推定式を第 3 表に示す。

第 3 表推定された樹高曲線式の係数 (NλSLUND 式)

三証ミ号数
第 回 第 2 回 第 3 回

"'1 β1 出2 。2 出3 βs 

東京 山 宮 1.2510 0.2878 1.3597 0.2492 

大 代 0.8195 0.2650 O. 7593 02458 

富土根(無施行区) 1.2205 0.2399 1.3501 0.2220 

富 士 根 0.9826 0.2515 1. 0614 0.2364 

荻ノ入(無施行区) 1.0886 0.2217 1.0928 0.2138 

荻 ノ 入 1.1358 0.2183 1.1466 02129 

都沢(無施行区) 05412 0.2545 0.5895 0.2370 

都 沢 0.8107 0.2332 0.7281 0.2257 

大谷(無施行区) 0.7169 0.2551 L 0107 0.2281 

大 谷 0.8569 0.2547 0.8448 0.2438 

青森 侍 浜(第 l 区) O. 1669 0.3743 0.6673 0.3099 

侍 浜(第 2 区) 0.2972 0.3648 0.5630 0.3079 0.4861 o 2915 
侍 浜(第 4 区) 0.3205 0.3536 0.4627 0.3105 0.6871 0.2717 

一ノ関除伐 05144 0.3870 04978 0.3067 0.5961 0.2745 

一ノ関立木度比較 0.5306 0.2175 0.6944 0.2093 o 7067 0.2045 

松森山立木度比較 0.5598 0.2259 0.6442 0.2017 0.6691 O. 1931 

注:一部の試験地の町， ßl が第 2 表の値と違っているのは曲線式の比較の後，第 2 回以降の測定値

との関係から一部の資料を棄却したためである。

第 1 回測定の平方和，積和を

(Sx2) 1, (SX Y) 1. (Sy2)I 

回帰常数，回帰係数を

α1 ， l゚ 

また第 2 回測定のものをそれぞれ

(Sx2)2, (SXY)2 , (Sy2) 2 

とすれば，測定ごとの回帰係数の差の有意性検定は次のようにして行なうことができる。

共通回帰(これは測定ごとの平均値から作られる回帰である)の回帰係数 r を (Sx2) 1 + (SX2) 2, 
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(Sxy) 1 + (Sxy) 2 から求める。次に

q2= {(Sy2) 1 + (Sy2) 2) - '゚ {(Sxy) 1 + (Sxy) 2) ー {(Sdy • ..,2) 1 + (Sdy • ..，2 )2) …...・ H・..…… (5)

を計算すれば，これは検定さるべき回帰係数聞の差に基因する平方和で，自由度は 1 (3 回測定のときは

2) となる。これと比較すべき誤差の平方和は， (5)の右辺の第 3 項で表わされる成分 q店である。各回の

測定本数は同一だから，これを n とすると q'2 の自由度は 2 (n-2) (3 回測定の場合は 3(n-2)) と

なる。ゆえに

F=L+ー」三一
1 2(n-2) 

は自由度 1 と 2 (n-2) (3 回測定のときは F=__!!_こ÷一一三三ーで，自由度は 2 と 3 (nー 2) )の F 分布
2 3 (n ー2)

にしたがれこの検定の結果を分散分析表の形で第 4 表に示す。これによって，東京管内の大谷，荻ノ入

(無施行区)，荻ノ入， 都沢の各試験地および青森管内の一ノ関除伐試験地では回帰係数聞に有意な差が

なく，また東京の大代，富上根，都沢(無施行区)の 3 試験地の回帰係数問には 5%7.1<.準で，他の 8 試験

地では 1%水準で有意差のあることがわかる。

試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計
誤差
全体

試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計
誤差
全体

試験地

変動因

全回国帰帰回計帰閑
誤全 差体

第 4 表 回帰係数聞の有意差の検定に対する分散分析表 (NÄSLUND 式)

山

d. f 平方和

富 士 根(無施行区)

d. f I 平方和 |平均平方|

大 谷(無施行区)

d. f | 平方和 |平均平方|
214.8873 

0.6733 0.6733 
2 215_5606 

268 14.8483 0_0554 
270 230.4089 

12_15ホキ

大

d. f 平方和

富士根

d. f I 平方布 |平均平方|

大

d. f 平方和

198_ 46 
0.09381 0.09381 

2 
304 
306 

4.81* 

5.96* 

2_94 



試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計
誤差
全体

全回回帰帰回帰計間
誤全 体差

試験地

変動因

全回帰間
回帰
回帰計

誤全 体差

試験地

変動因

全回帰問

誤回回帰帰計差
全体

試験地

変動因

全回帰
国帰問
回帰計
誤差
全体
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第 4 表(つづき)

都 沢(無施行区)

d.f | 平方和 |平均平方|

自
。 0.15781 4.63キ|

2 125 
148 5 0.0341 
150 130 

81=0.2545 
。2=0.2370

f寺 浜(第 l 区)

d. f | 平方和 |平均平方|
84_2495 
O. 7526 0_ 7526 39_82キキ

2 85_0021 
236 4.4646 0_0189 
238 89_4667 

侍 浜 (第 4 区)

d. f | 平方和 |平均平方|
11199 叩|
2 I 2.2713 1.13571 60.86料|

ノ関立木度比較

f I 平方和 |平均平方|

荻 ノ 入

d.f 

O. 79 

d. f 

0.03021 0.03021 1.15 

イ寺 浜 (第 2 区)

d. f 平方和|平均平方|
100_5067 

2 0.8795 14_ 37*水
3 10L 3862 

198 6_0612 。

201 107 4474 

。3=0.2915

一ノ関除伐(第 3 区)

d.f 平方和 |平均平方|

2 1 2.33471 1.16741 18_06** 

松森山立木度比較

f I 平方和 |平均平方|
1 I 578. 79ﾓO 
2 1 3_ 4588 
3 1 582.2548 

645 i 40_ 42261 0 0627 
砧8 I 622. 6774i I 

ム =0.2259 3゚=0. 1931 
82=0.2017 

27_60** 

注:ただし:平方和は(測定が 2 回の場合) 全回帰=グ {(SXY)I+(SXY) ，)， 回帰問=<í 2

誤差= (Sdy.x2) 1 + (Sdy.x')z， 全体= (Sy2)1+ (Sy'), 
*は 5%水準 特は 1%水準で有意、なことを示す。
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(2) 回帰常数聞の差の有意性検定円

危険率を uぢにとって，回帰係数に有意差のなかった 8試験地についてさらに回帰常数聞の差の有意J性

検定を行なった。

第 1 回測定と第 2 回測定の 2n 個(青森の 5 試験地では第 3 回測定を含めた 3n 個)の資料をこみにし

た積和，平方和 S，， 2 ， Sxy, Sy2 を計算する。これから回帰係数 βH を求めると，この回帰にもとづく平

方和は (3" (Sxy) で， あてはめの誤差 Sdy . ，，2 は Sy2_ (3"Sxy で表わされる。 この時回帰常数間の差に

基因する平方和は自由度 1 の

q"=Sdy . ，，2_q2ー ((Sd，.，，2) 1 + (Sdy•,,2) 2) …...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..……(6)

となる。比較すべき誤差はこの場合にも q'2 で

F= q"2 ム q'2
一一τ一・す石-2了

第 5 表 回帰常数聞の有意差検定に対する分散分析表

試験地 大 代 富 土

変動因 d.f | 平方和 |平均平方| d. f 

回国商帰問:問帝
平差 8.47191 8.47191 146.31 料| 2.75021 2.75021 126. 10紳
誤 差
全 体

試験地 大

変動因 d.f |平方和 |平均平方| d.f 

回 帰間差
平回誤全函帰関差体 3.92821 3.92821 123.10*叶 0.97591 0.97591 35.58** 

試験地 荻 ノ 入 都 沢(無施行区)

変動因 d.f | 平方和 |平均平方| d. f | 平方和|平均平方|

平回回面帰開帰差間
0.96991 0.96991 27.51 料| 3.84601 3.84601 112.82柿

誤全 差
体

試験地 都 沢 一ノ関立木度比較

変動因 d. f 平方和 |平均平方| d.f |平方和|平均平方|

回回帰帰間
誤平面間差差 2.85001 2.85001 108.70**1 2 1 O. 85971 O. 4299 1 13_ 33本ホ

全 体

注:ただし平方和は(測定が 2 回の場合)

回帰ニ ß"(Sxy) ， 回帰聞が，平面間差=q"2， 誤差=(Sdyj) ，十 (Sdy •x2) 2 
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を計算し， F表の自由度 1 と 2 (n-2) の値と比較すれば回帰常数の差の有意性検定ができる。この結果

を第 5 表に示す。 F の値からわかるように第 l 回測定，第 2 回測定(一ノ関立木度比較試験地では第 3 回

測定)に対する樹高曲線式の常数簡にはきわめて有意な差がある。したがって回帰係数の検定結果を考え

合わせると，時間の経過にともなって，樹高曲線の形状が変化することはまちがし、なL 、。

4. 樹高曲線を一定としたときの影響

樹高曲線を一定としたときの蓄積，成長量が直径，樹高の毎木測定値から求めたものとどれくらい違っ

てくるかをみるため，樹高曲線式の決定に用いた資料から次の 3 つの方法で蓄積と成長量を求め比較を行

なった。

(a) 直径樹高の毎木測定値による。

(b) 直径の毎木測定値と，各回ごとの樹高曲線式から求めた樹高推定値による。

(c) 直径の毎木測定値と，第 1 回測定時の樹高曲線式から求めた樹高推定値による。

この場合直径は 1cm 括約とし， (a)の樹高実浪IJ値および{b1 ， (c)の樹高推定値は 1m 措約でまとめ， 1 cm 

直径階に補間した材積表から材積を計算した。

第 6 表の結果からわかるとおり，調査ごとに樹高曲線式を作れば，毎木調査とほとんど差のない蓄積

(差の割合は1. 5%以内)が得られる。これに反して第 1 回調査時の曲線式を第 2 回調査以降も用いると

4-27%の過少な値が得られる。この傾向は成長量の場合にはさらに著しく，各調査時の曲線を用いれば

真値からの差はほぼ 4%以内であるのに，第 1 回調査の式を引き続いて用いると松森山立木度比較試験地

のように約 38% にまで低下する。これは時間の経過とともに，同一直径でも樹高が増加することを示し

ているが，これとともに考えなければならないのは NλSLUND 式の，直径階の増加につれて，しだいに

勾配が減少すると L ヴ性質である。すなわちある時間の後には，林の直径範囲が直径階の大きい方に移動

するため，直径の単位増加に対する樹高の増加，したがって材積の増加が相対的に現実のものより低くな

るのである。前に述べたように，東京の 5 試験地では一次式は NλSLUND 式より多少適合が悪いことが

わかったa しかしその違いはそう大きいものでなかったから，勾配の一定な一次式をあてはめた場合にも

蓄積，成長量に NÄSLUND 式と同じような結果が得られるかどうかを検討してみた。回帰係数，回帰常数

の検定および蓄積，成長量計算の方法は前と同じである。この結果を第 7-10 表に示す。

この場合には， 1%水準で回帰係数問に有意差のみられたのは東京の山宮，青森の侍浜(';第 I 区)およ

び(第 4 区)の 3 試験地のみであった。そこで他の13試験地について，さらに常数聞の差の有意性検定を行

なったところ，いずれもきわめて有意な差のあることがわかった。また一次式から求めた樹高推定値をも

とにして計算した蓄積，成長量にも NλSLUND 式の場合とほとんど同様な傾向がみられる。すなわち，

調査ごとに樹高曲線式をつくれば，毎木調査に比し，士1. 5~ぢ以内の誤差に納まるが，当初の樹高曲線式

を次回以降も用いるといずれも過少な値を示し，極端な場合には一ノ関(除伐)のように 28.4% も過少

な値を示すものもある。この関係は成長量の場合にはさらに拡大され，樹高曲線式を各調査ごとに作る場

合の誤差がたかだか:t 6% 以内に比し，固定した場合は 60% 以上の過少の値を示すものがおる。いず

れにしても樹高曲線式を固定した場合は常に過少な値を示すことは注目を要することである。
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蓄 干責 成 長ー 量

試 験 i也
第 l 問視ù定 第 2 回浪11 定 第 3 四社111 定 |第 l 回~第 2 回測定 第 2 回~第 3 回淑IJ 定

樹高 rllI線 樹高曲線 樹高 I曲線 樹高曲線
毎木 樹高出1線 11王木

各国|同定
f正木

各回|固定
毎木

各回|凶定
f証木

各同|同定

東京 ].[r 官ト」 10_5吋 lom|2092371206110|182262| |104139|lO 吋 7_8沼~1 
(98, 9%)1 1(98, 5%)1(87, 1%) (98, 1%)1(75, 2%) 

大 代 16_01ち|15B叶 2269861224ω制9灯7「 l96叶 16681116606313Ml 
(99 , 2)1 1 (99 , 1)1 (86 , 4) (98, 9) 1 (55 , 6) 

富 根 oω「 209225126_2368126_ 3083|24. 7吋 15589515T137引
(無施行区) (101 , 3)1 .1 (100, 3)1 (94, 2) (96 , 4)1 (67 , 7) 

宮 上 根 23.1竹 22 回!?|297吋 29.5刊 275620| |6634116 臼8814 仰|
(99 , 0)1 1 (99, 3)1 (92 , 6) (100, 1)1 (69, 9) 

荻 ノ 入 183442|1819「 22 臼431224“6臼2司 2l22l5| 14300l|4m|3 即|
(無施行区) (99 , 2) 1 1 (99 , 2) 1 (93 , 7) (99, 4)1 (70 , 5) 

荻 ノ 入 29.5叶 29403413594711355621134 制~I 1 6， 4引 61587150275|
(99 , 6) 1 1 (98, 9) 1 (95 , 8) (95 , 8) 1 (78, 2) 

都 沢 18ml17981612376611236876121 l 吋 1 5 引26157060131m|
(無施行区)

間関
(103 , 5)1 (56, 8) 

都 沢 4ml233 引 1613339331305259| 1 7, 82971 (T 附|50073|
(100, 1)1 1 (100, 2)1 (91 , 6) (100 , 6)1 (64, 0) 

-;\、a、 谷 48441231 1921131 1術|285388| 16m16 ち171414191
一(無施行区) (99, 7)1 (91 , 5) (100 , 7)1 (61 , 7) 

大 谷 29.41乃|29m13709081369817134 山|
1 7, 67291 (T 到711411(98, 8) 1 1 (99 , 7)1 (91 , 7) (103, 1 

青森 侍i兵(第 l 区) 5 日615m| 79「 8m6|7 吋 2 ぺ 2 「 1684|
(100 , 5) (101 , 4)1 (90, 5) (103, 2)1 (68 , 1) 

侍浜(第 2 区) 2 吋 2m91 4 吋 4 叶 3.504 5857158刊 4M| 1 1161 1 吋 oω| 18571 1 吋 1.008
(100 , 5) (101 , 1)1 (87 , 6) (100 , 4)1 (77 , 0) (102.6)1 (54, 2) (98 , 9) 1 (54 , 3) 

イ寺浜 (第 4 区) 357813544| 503515 吋 4%7| 6 吋 6 吋 5 加 1457|l 吋。吋 l ベ l 吋 0_901
(99, 0) (100, 6)1 (86, 3) (100 , 7)1 (76, 7) (104, 3)1 (55 , 1) (101.l)(49.201 2 

一ノ関除伐 0_6可。努| lml173|l lT| 2141121111432| 。吋 om?|off| O 兜2| 。 !??|03(96 (99, 6) 1 (72 , 5 (100 , 1)1 (66, 9) (101 , 6)1 (53, 8 (101 , 7)1 (51 , 9) 

一ノ関rz木度比較 3104132 見~I 39， 4竹 393「 38 叶 48 吋 48 竹 45 吋 6.346 吋 5 吋 9120191「 7
(9~， 5)1 1 (99 , 8)1 (98, 4)1 1 (99 , 8)1 (94 , 4) (101 , 4)1 (92 , 8) (100, 1)1 (77 , 0) 

松森tlr立木度比較 63 吋 62 吋 82 吋 828011701;;196154196 吋 76141|19ω81199判 7%7113 吋 13 叶 5
(99, 2)1 1 (100, 1)1 (84 , 8)1 1 (99 , 9)1 (79, 2)1 1 (103 , 0)1 (37 , 9)1 1 (98 , 3)1 (44, 5) 

章者比の長長積，成蓄第 6 表

) 1)~は仰木調査による数値に対する%を表わす。い
い
い

、

γ
'
'
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第 7 表推定された樹高曲線式の係数(一次式)

三戸亙1- 第 回 第 2 回 第 3 回

al b1 a2 b2 aa ba 

東 京 山 宮 2.15 0.5026 2, 48 0.5326 

大 代 8.55 O. 1659 10, 13 0, 1712 

富士根(無施行区) 5.08 0, 3727 5, 05 0.4082 

富 ー土 根 7.49 0, 2425 7, 97 0.2574 

荻ノ入(無施行区) 6, 39 0, 4094 7.00 0.4052 

荻 ノ 入 7, 86 0.3283 8.56 0, 3188 

都沢(無施行区) 11 , 38 O. 1203 12, 48 0, 1388 

都 沢 10.71 O. 1904 12.20 0.1769 

大谷(無施行区) 9, 48 0.1749 10, 24 0.1921 

大 谷 9, 07 o. 1699 10.02 0.1688 

青 森 侍浜(第 l 区) 7, 39 0, 0374 6, 83 o. 1567 

侍浜(第 2 区) 6, 77 0.0872 7.06 0.1722 8, 39 0, 1553 

侍浜(第 4 区) 6, 75 0.1137 7.13 0, 1861 6, 93 0.2817 

一ノ関除伐 3, 58 0.3416 4.97 0.4415 5.05 0.5108 

一ノ関立木度比較 14.72 O. 1619 14.10 0, 1933 15.11 0.1776 

松森山立木度比較 13, 49 O. 1575 14.98 0, 2202 15, 78 0, 2399 

注:一部の試験地の al ， b 1 が第 2 表の値と違っているのは，曲線式の比較の後，第 2 回以降の測定

値との関係から一部の資料を棄却したためである。

試験地

変動因

第 8 表回帰係数間の有意差検定に対する分散分析表(一次式)

d, f 

全回帰
回帰間 1 1 1 2, 341 2, 341 7， 23紳1 1 1 0, 021 0, 021 0, 02 
回帰計
誤差
全体

試験地 | 富

変動因

全回帰
国帰間
回帰計
誤差
全体

d, f 

Q.47 
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試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計
誤差
全体

試験地

変動因

全回帰問
回回帰帰計
誤全 体差

試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計
誤差
全体

試験地

変動因

全回帰問
回帰

回帰計差

全体

試験地

変動因

全回帰
回帰問
回帰計差
全誤 体

林業試験場研究報告第 122 号

第 8 表 (つつ'き)

大 谷(無施行区) うてL

d. f I 平方和 |平均平方| d. f I 平方和

0.43 

荻ノ入(無施行区) 荻 ノ 入

d. f 平方和 |平均平方| d. f 平方和 |平均平方|
903.92 402.42 

l 。 。 。 0.10 0.07 
2 903.92 2 402.52 

304 246.15 0.8097 352 527.24 1. 497 
306 1150.07 354 929.76 

都 沢(無施行区) 都

d. f I 平方和|平均平方| d. f 下平五石

0.16 

侍 浜(第 l 区) 侍 浜(第 2 区)

d. f 平方和 |平均平方| d.f | 平方和|平均平方|
7.69 
2.71 1. 10 1.39 

2 10.40 
236 41. 91 0.177 
238 52.31 

侍 浜(第 4 区) 一ノ関除伐(第 3 区)

d. f | 平方和|平均平方| d. f | 平方和|平均平方|
l 
2 9.99 4.995 13 76** 2 5.77 2.885 I 5.97* 
3 105.72 3 305.74 

285 103.49 0.3631 285 137.83 0.4836 
288 209.21 288 443.57 

b 1 ー0.1137 b3=0.2817 b1=0.3416 b3=0.5108 
b2=0.1861 b2=0.4415 
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第 8 表 (つづき)

試験地 ノ関立木度比較 松森山

変動因 d. f 平方和 |平均平方| d. f 平方和

全国誤全回回帰薦帰問計体差
165. 

2 0.731 0.365 1 0.28 2 1 16.461 8.23 1 5.64* 

5. 結論

以上のことから，固定試験地の蓄積および成長量を求める際，樹高曲線の形状が変化しないと仮定し樹

高曲線を固定することはきわめて危険で，全林木の樹高測定が困難な場合には少なくとも調査ごとに新し

く樹高曲線を作成すべきである。この場合樹高測定は原則として標本木についてのみ行なわれるから，蓄

積および成長量の推定値には当然抽出誤差が含まれる。この誤差は材積計算に単木材積表を用いているか

ら，直接関高曲線式の推定の誤差と結びつけるのは困難である。したがって誤差の評価が容易で手数も少

なくてすむ胸高直径のみによる材積表を調査のつど作る方がよいと思われる。なおこの材積表も初回調査

の擦のものをそれ以後引き続いて用いると，樹高曲線をかえないで用いたと同ーの結果になるから注意を

要する。

この研究は「収穫試験施行要綱」作成の基礎資料をうる目的で行なったもので，貴重な資料を提供され

た東京営林局太田技官，林業試験場東北支場井沼・森両技官および御指導をいただいた測定研究室長大友

技官に厚くお礼を申し上げる。
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第 9 表 団帰常数聞の有意差検定に対する分散分析表(一次式)

試験地 大 代 富士根(無施行区)

変動因 d.f 1 平方和 |平均平方| d. f |平方和|平均平方|

回 帰問 136.31 l 
0.02 1.05 

平凶誤全面帰開差体差 123.43 123.43 146. 15** 27.20 27.20 1 38.04** 
182 153.70 0.8445 352 251. 69 0.7150 
185 413.461 355 1, 284.82 

試験地 富 ::1:: 根 大 谷 (無施行区)

変動因 d. f | 平方和|平均平方| d. f 平方和|平均平方|
回 ?帯

平誤回面帰間間差差 44.981 44.981 124.53料i 78.151 78.151 150.14料

全 体

試験地 大 谷 荻ノ入(無施行区)

変動因 d.f 平方和|平均平方| d. f l 平方和 |平均平方|

回回面帰間帰問
平誤 差差 64.301 64. 30 1 278. 48材| 22.911 22.91 1 28.36** 

全 体

試験地 荻 ノ 入 都 沢(無施行区)

変動因 d. f | 平方和|平均平方| d. f |平方和|平均平方[

回回面帰間帰問
平差 23.891 23.891 15.95**1 80.751 80.75 1 111.67料
誤 差
全 体

試験地 都

変動因 d.f | 平方和 |平均平方| d. f 

回回面帰問帰問
平誤 差差 69.971 69.971 110.48料| 2 1 149.631 74.821 189.03** 

全 体

試験地 ノ関除伐 一ノ関立木度比較 松森山立木度比較
『工t1'_LL.， I 

変動因

回国面帰間帰間
平差

誤全 差
体
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蓄 積 成 長 最

試 験 地
第 l 回測定| 第 2 回測定 第 3 回測定 第 1 回~第 2 回測定| 第2 回~第 3 回測定

樹高曲線 樹高曲線 樹高曲線 樹高曲線
毎木 樹高曲線 毎木

各回|固定
毎木

各国|固定
毎木

各回|固定
毎木

東京 山 宮 10.50勺品 63倒120 問811為6如6711932671 1 10 仰3110 053991869川1.2%)1 1(98. 9~ぢ)1(92. 4~ぢ (96. 5%)1(83. 4~ぢ)

大 代 22 側122ω?i 197456| 1 6.6川 6mo|37吋
(100.2) (99.6) 1 (87.0) (98.4)1 (55.4) 

富土根 20 臼72512~ 回3362ωω2i26.吟74.8804 15.5895715ω刊 4.05726|
(無施行区) (100.9) (100. 0) 1 (94. 8) (96. 7) 1 (72. 6) 

富士根 23 叩盟門却下山2i| 1 6 臼4「 6362414.9137l(100.8)1 1 (99.7)1 (94.9) (95.9)1 (74.1) 
荻ノ入 3弘矧削4“州4引叩べlげぺ71ll 8 3∞87?lF22 6臼倒4“4呼? 7市789即97 日吋 4.30川 44889133967(無施行区) (99.8)1 1(100.6)1 (95.8) (104.4)1 (79.0) 

荻 ノ 入 既ラ叶マIB(品1四3!9昆羽1)alE目ヨ7福前田1|{T13d[l吾田司4副221)O厄1If四EZi7福2刻) 
6.426001 6 吟|53240|(107.3)1 (82.9) 

都 沢
55126011713I3ml| (無施行区) (103.8)1 (60.8) 

都 沢 548lV54773331161332219013062「 |7m7|7m|5 附|(100.3)1 1 (99.7)1 (91.9) (98.0) 1 (64.8) 
大 谷 2 4 4 8 4 4 

1 
24 4 0 94 

I 
3 1 l 引 31. 3灯如7π7「 28.6伍仰5貯575汚5

| |6m771696白14M811(無施行区) (99.7)1 1 (100.6)1 '(91.9) (103.9)1 (63.3) 

大 谷 94179129200213709附 lm01342865| |7m7%115 附(99. 3) I . I (100.2) I (92. 4) (103.8) 1 (66.3) 

背森 イ寺浜第 1 区 JJ二店舗 797818 吋 7 吋 ||247212mllid  (101.4)1 (9J.5) (103.2) 

イ寺 浜 f年~2 区 4 吋 iZト:調 58515吋繍J41l 閉! l 
1 叶 iM15 引 (1

(100.4)1 (77.6)1 1 (98.3)1 (54.2) (101 

イ寺浜第 4 区 6 吋 6判!日;|08541(99.0) (100.3)1 (78.8)1 1 (105.3)1 (58.6) (98 

一ノ|均除伐 U710 引 1. 5591社場
12.141|2 吋 1 吋明。吋 0 吋 0 判。内 0.3珂

(98.5)1 1(100.9)1 (75.4)1 1 (102.6)1 (71.6)1 1 (102.7)1 (57.7)1 1 (107.0)1 (61.5) 

一ノ関立木度比較 且 1吋旦811 吋 円山;1 調 6.3竹 6 何 6判吋 918176ll(99.1)1 1 (100.1)1 (98.7)1 1 (100.2)1 (95.9)1 1 (105.4)1 (96.6)1 1 (106.1)1 (87.9) 

松森山立木度比較 63298162 叶 82 吋 ||961541967Z1 19 吋 20 叶 7 必l|134481 13 吋 6
(99.1)1 1 (100.0)1 (84.9)1 1 (100.4)1 (79.5)1 1(103.1)1 (38.4)1 1 (102.6)1 (46.4) 

注

次較(ー比の量長積，成

)内は毎木調査による数値に対する%を表わす。

蓄第 10 表
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〔付表〕 直径対樹高相関表

山宮第 1 回調査

\じ子二:_I 3 I 4 I 5 I ? I 7 I 8 I 9 1. 10 1 計
2 6 6 

3 17 14 31 

4 5 39 10 54 

5 2 19 56 5 82 

6 5 52 25 85 

7 24 75 10 110 

8 3 56 36 96 

9 27 55 3 86 

10 7 42 17 67 

II 12 18 3 35 

12 B B l 17 

13 3 

14 l 2 

15 l 

4
十
l

-
一
一
百

Q
U
 

ヴll
 

q
J
 

同 I 196 I 165 I 50 I6  I 可 m

第 2 回調査

3 9 4 13 

4 2 20 II 34 

5 13 18 7 39 

6 5 13 30 4 53 

7 2 25 29 4 61 

B 10 49 II 71 

9 4 39 37 2 82 

10 16 62 16 95 

II 2 32 31 3 68 

12 2 15 44 8 69 

13 31 16 2 50 

14 13 6 21 

15 2 10 l 14 

16 l 2 3 

17 

18 l 1 

~ I 5 I 6 
7 計円

UQ
J
 

Q
U
 

計 I 11 I 43 I 45 I 77 I 142 I 1“ I 139 I 44 I 8 I 釘
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査調第 1 回代大

計

11 l 

12 2 

13 

14 7 B 

15 l 3 

16 3 5 B 

17 3 3 3 9 

18 l 2 6 3 12 

19 2 3 7 

20 6 3 2 14 

21 4 5 

22 2 4 

23 4 7 

24 3 1 2 6 

25 

26 3 

27 2 

15 14 13 12 11 10 9 "よ~ID 

1 ド

93 7 12 34 29 8 2 計

査調回2 第

計

12 2 

13 

14 l 

15 3 3 

16 4 6 

17 3 5 

18 2 2 3 8 

19 2 3 3 8 

20 2 4 3 10 

21 2 l 4 8 

22 l 3 2 7 

23 2 3 4 10 

24 l 4 

25 2 6 8 

26 l 4 

27 3 

28 1 2 

29 l 2 

30 

93 

16 1う14 13 12 11 10 じに|

4 27 26 19 15 計

I
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富士根(無施行区)第 1 回調査

三九斗 5 I 6 1 7 I 81 9 卜o 1 11 I 12 1 13 I 14 1 計
4 2 2 
5 

6 4 4 
7 2 3 
8 l 4 
9 
10 3 4 

11 5 7 
12 2 3 2 7 
13 2 6 7 15 
14 4 7 13 
15 2 2 12 2 18 

16 4 10 4 18 
17 14 7 2 24 
18 5 16 22 
19 4 2 7 
20 B 4 12 

21 2 5 8 
22 4 5 
23 2 2 4 

計， 2 I 5 I 4 I 2 い3' 25 , 59 , 50 I 16 -r--2 -, -1-78 
第 2 回調査

7下と1 5 1 6 1 7 1 8 1-午o 1 11 1 12 1 13 1 14 卜5 1 計
4 2 2 
5 

6 4 4 
7 2 3 
B l 3 
9 
10 

11 3 6 
12 4 2 6 
13 2 2 2 7 
14 6 4 11 
15 4 B 3 15 

16 2 9 3 15 
17 9 8 19 
18 2 10 B 2 22 
19 5 13 19 
20 9 

10 
21 6 6 12 
22 3 5 8 
23 4 2 7 
24 3 2 5 
25 2 2 

計 I 2 I 5' 4' 2 I 3 1 11 1 20 j 48 1 58 1 21 1 4 1 178 
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-185-樹高曲線の変化について(研究資料) (諏訪・真辺・神戸)

査調回1 第根土富
,. " 

計

10 l 2 

11 l l 

12 1 2 4 

13 5 7 12 

14 8 4 6 18 

15 14 10 f 24 

16 3 13 11 28 

17 7 13 20 

18 5 12 18 

19 13 5 20 

20 9 5 15 

21 2 3 3 9 

22 2 

23 l 

24 2 

A

守l
 

13 12 11 10 9 
D 

176 

H

町
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・
1

J

J
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J

一
司
、
円
.

，

r
'
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'

者
F
3
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E

4 17 77 56 20 2 計

査調回2 第

計

2 11 l 

12 

13 3 

14 5 4 9 

15 7 8 3 18 

16 13 6 20 

17 2 15 12 29 

18 6 8 2 16 

19 2 13 2 18 

20 12 10 23 

21 1 6 5 13 

22 
、

4 8 13 

23 2 2 6 

24 2 

25 l 

26 2 
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-186- 林業試験場研究報告第 122 号

荻ノ入(無施行区)第 1 回調査

~\81 可可 II 1 ~2-G 卜41 15 1 16 T~ 計
6 

7 

8 2 2 5 

9 5 4 l 12 

10 2 4 3 l 10 

11 2 2 5 2 11 

12 5 4 3 13 

13 l 2 6 2 11 

14 5 4 3 13 

15 5 5 3 13 

16 ヨ 6 4 13 

17 10 2 12 

18 2 3 5 3 13 

19 3 5 4 12 

20 3 3 

21 l 2 4 

22 2 2 6 

23 2 2 

計 |4 I 6 I 16 I 24 l ぉ|ぉ 1 30 い8 1 1 下1 1 154 

第 2 回調査

了よと\--8-1  9 1 !o ¥ 11 112 1 13 1 14 川 16 I 17 1 18 I 計
6 l 
7 
8 2 5 
9 3 6 

10 l 2 8 2 13 
11 5 5 12 
12 2 3 4 2 11 
13 3 2 4 9 

14 4 4 3 12 
15 2 3 6 
16 6 2 5 14 
17 4 6 11 

18 3 4 3 10 
19 8 4 14 
20 4 4 9 
21 2 2 5 

22 2 2 4 
23 3 4 
24 4 5 
25 

26 円4ι 

計 ,- 2 1-4-'-5 1 24 い8 I 28 い両党戸8 I 4 I 1 1154 
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樹高曲線の変化について(研究資料)(諏訪・真辺・神戸) -187 ー

荻ノ入第 1 回調査

了七三I 10 
11 12 13 14 15 16 計マ

a

11 3 3 

12 2 l 3 6 

13 3 5 ・ 3 12 

14 11 4 16 

15 10 5 4 20 

16 l 2 10 4 18 

17 3 6 12 4 28 

18 6 11 2 20 

19 2 9 l 13 

20 4 6 4 19 

21 4 4 4 8 

22 2 3 6 

23 1 3 

24 2 

25 l 

26 2 3 

計 4 10 21 50 56 22 11 4 178 

第 2 回調査

京:1 10 
11 12 13 14 15 I 16 17 計

h

Q
U
 

n 2 

12 3 

13 3 3 2 B 

14 3 5 5 14 

15 5 2 6 14 

16 2 6 5 l l 15 

17 l 3 9 5 18 

18 7 9 6 23 

19 8 10 2 22 

20 2 3 2 9 

21 4 5 2 5 17 

22 2 4 7 14 

23 4 5 

24 4 5 

25 2 

26 2 3 

27 

_.~8 2 多

計 5 9 31 48 46 l' 23 11 



-188- 林業試験場研究報告第 122 号

都沢(無施行区)第 1 回調査

74と\ 12 
13 14 15 16 I 計

14 2 

15 2 2 

16 3 4 l 9 

17 3 5 

18 2 4 

19 2 4 6 

20 6 7 

21 2 4 日

22 2 4 3 9 

23 2 2 

24 4 2 自

25 4 4 日

26 2 3 

27 

28 2 

計 I 5 16 36 15 

第 2 回調査

i三:1 12 
13 14 15 16 17 18 計

14 

15 2 2 

16 

17 3 4 

18 5 2 8 

19 2 4 

20 2 2 5 

21 3 2 5 

22 2 4 日

23 2 3 2 7 

24 2 2 5 

25 3 2 6 

26 2 2 3 8 

27 2 2 4 

28 2 5 

29 

30 2 2 

計 4
・

。
&!

 

?
 

24 16 76 



樹高曲線の変化について(研究資料)(教訪・莫辺・神戸) -189ー

都沢第 1 因調査

コ守---:1 12 
13 14 15 16 17 計

14 I 

15 2 3 

16 4 5 

17 2 3 3 8 

18 6 3 11 

19 2 4 6 l 13 

20 2 4 3 9 

21 10 7 18 

22 4 7 4 15 

23 2 3 l 7 

24 2 3 

25 2 2 

26 1 2 5 

27 2 l 3 

28 

計 11 36 35 18 3 104 

第 2 回調査

子会三| 14 15 16 17 18 計

15 2 

16 2 2 

17 3 5 

18 3 5 

19 5 6 11 

20 4 3 8 

21 3 2 4 9 

22 3 7 11 

23 8 7 15 

24 3 4 4 12 

25 5 2 9 

26 2 

27 3 

28 l 2 3 

29 2 2 4 

30 

31 2 2 

計 4 25 36 29 10 104 
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吋d 林業試験場研究報告第 122 号

大谷(無施行区)第 1 回調査

74dlO 11 12 13 14 15 計

10 

11 l 2 

12 2 2 

13 2 3 5 

14 2 3 4 9 

15 3 5 9 

16 6 5 12 

17 6 7 2 16 

18 5 3 9 

19 2 6 6 15 

20 2 9 12 

21 6 6 14 

22 2 6 9 

23 4 5 9 

24 3 4 9 

25 

26 

27 2 2 

計 14 36 51 32 f
b
 

q
J
 

l
 

n
4
 

第 2 回調査

ょに-11~ 11 12 13 14 15 16 計

→口 2 

12 l 

13 3 2 5 

14 2 

15 2 3 2 7 

16 3 4 8 

17 3 3 5 2 13 

18 4 7 2 13 

19 3 6 10 

20 3 5 4 12 

21 5 5 2 13 

22 2 8 11 

23 2 7 2 11 

24 2 5 4 11 

25 2 5 7 

26 5 6 

27 2 

28 

2ヲー 一一一一一一

計 -1 --1 11 27 40 48 ど
O

内
ペJl

 
n
y
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樹高曲線の変化について(研究資料) (諏訪・真辺・神戸) -191 ー

大谷第 1 回調査

7三ι工1 10 
11 12 13 14 計

13 

14 3 2 う

15 3 3 7 

16 3 4 2 9 

17 3 9 日 21 

18 6 8 7 22 

19 l 6 5 12 

20 8 9 19 

21 4 8 13 

22 I 7 7 15 

23 2 10 3 15 

24 2 3 5 

25 3 5 

26 l 2 

27 1 

28 

29 

計 I 2 22 50 64 16 154 

第 2 回調査

よ日 10 11 12 13 14 15 16 計

14 l l 

15 1 2 4 7 

16 2 2 4 

17 7 9 

18 2 7 2 13 

19 3 5 10 18 

20 2 11 4 2 19 

21 7 6 14 

22 4 10 2 17 

23 3 7 11 

24 9 5 14 

25 2 3 今 .5 『圃ー寸「曙，.--_ JOー『

26 3 4 8 
-一一・ 一一ト一一 一一

27 2 4 

28 3 

29 

30 

計 2 55 29 154 



-192ー 林業試験場研究報告第 122 号

侍浜(第 1 区)第 l 回調査 第 2 回調査

ユコ 7 I 8 r 9 I 計
8 

9 12 13 

10 2 20 23 

11 4 22 27 

12 2 23 26 

13 15 15 

14 B 10 

15 2 2 

16 2 2 

17 

計 1- 10 1 106 I 4 1120 

侍浜(第 2 区)第 1 回調査

ょにI 6 I 7 I 8 I 9 I 計
7 

8 2 2 5 

9 l 3 6 1 11 

10 9 10 

11 2 11 14 

12 10 12 

13 l 6 9 

14 3 3 

15 2 2 

16 

計 1 3 1 1Cl 1ω1 6 1 68 

じにI 7 r 8 I ;-1 ~o I 計
10 3 4 

11 3 15 18 

12 13 13 27 

13 6 19 26 

14 3 11 2 16 

15 12 2 15 

16 4 4 B 

17 2 2 

18 2 3 

19 

計 1 2 129 1 九 1 13 い20

第 2 回調査

じにI 7 I 8 1 9 1川 11 I 計
B 1 2 

9 3 2 7 

10 3 3 6 

11 10 2 13 

12 4 4 9 

13 2 8 5 15 

14 4 6 

15 6 6 

16 2 

17 2 2 

計 Q
U
 

ro 
つ
&

マtl
 

ζ
u
 

q
J
 

q
L
 

l
 

l
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樹高曲線の変化について(研究資料) (諏訪・真辺・神戸) ----:193-

第 3 回調査 イ寺浜(第 4 区)第 1 回調査

7号コ 9 I 10 ユご| 7 8 9 計

9 6 2 2 4 

10 3 2 6 7 7 5 12 

11 2 6 B 

12 6 2 8 
8 12 14 

13 6 7 13 
9 4 7 11 

14 4 4 8 10 13 15 

15 3 3 6 11 10 11 

16 2 2 5 
12 11 2 14 

17 4 5 
13 6 3 9 

18 3 1 5 

19 14 4 5 

20 2 15 2 2 

計 6 I 31 I 25 6 I 68 計 16 70 11 97 

第 2 回調査 第 3 回調査

じに1-7 1 8 1 午~ 1-~ll 計 ょに\ 8 I 9 1 10 111 1 121 ~ 
6 2 3 6 l 2 

7 5 6 7 2 3 

8 5 5 11 8 6 2 2 10 

9 l 6 3 10 9 2 3 7 

10 7 5 13 10 2 6 9 

11 6 4 11 11 5 う 11 

12 4 9 14 12 2 5 7 

13 6 2 2 10 13 3 10 13 

14 4 5 14 2 8 2 12 

15 2 6 8 15 4 2 6 

16 3 l 4 16 3 3 7 

17 l 17 6 7 

18 18 2 

19 19 

計 31  16 1 41 1 341 3 I 97 言「 10 1 11 I 22 丙-11内 97



-194- 林業試験場研究報告第 122 号

一ノ関除伐(第 3 区)第 1 回調査 第 2 回調査

ぷ/3/4/ 51 61 71 可計 ユ~15161718\ 91101111 計
2 3 3 6 7 

3 3 I 16 19 4 2 7 8 2 19 

5 2 10 7 19 
4 18 3 21 

6 2 6 4 13 

5 13 14 27 
7 6 9 15 

6 6 7 13 8 5 5 11 

7 3 5 9 2 4 

10 3 3 
8 4 2 6 

11 3 

9 2 12 2 2 

10 1 13 

計い 1 31 判判 31-1可貯 計\ 4116¥20 \ぉ 1251 5¥ 1 1 勿

第 3回調査

ユロ 6 7 8 9 10 11 12 計

3 4 4 

4 4 12 3 19 

5 7 7 15 

6 4 5 12 

7 3 6 5 14 

B 5 4 10 

9 2 6 9 

10 2 2 4 

11 2 3 

12 

13 3 4 

14 

15 

言「 10 23 14 18 21 10 97 



樹高曲線の変化について(研究資料)(諏訪・真辺・神戸) -195ー

一ノ関立木度比較(第 3 区)第 1 回調査

九:\ 14 ¥ 15 \一 I 17 I 18 I 19 I 20 I 21 1 22 I 計
15 1 5 

16 2 2 

17 

18 2 

19 4 3 B 

20 2 2 

21 l 3 2 4 2 12 

22 4 う

23 2 3 4 2 12 

24 2 2 4 9 

25 2 6 

26 4 2 6 

27 3 4 

28 2 3 

29 2 3 

30 l 2 

31 2 

32 

計 4I  15 い5 I 30 い7 I 云 T 1 I 85 

第 2 回調査

計
寸1
1
1
1

2
 

q
L
 

内4nu 

内4口
フ

只
u

弓ir
b
 

ζ
1
J
 

m

『

H
¥
m
 

「

D

16 2 l 5 
17 
18 l 
19 3 4 
20 l 3 

21 2 2 4 
22 l 3 l 6 
23 3 l 5 
24 2 2 7 11 
25 3 1 2 B 

26 4 2 2 10 
27 3 6 
28 2 5 
29 l 2 4 
30 l 2 

31 2 4 
32 
33 2 
34 2 
35 1 

計 14 いo I 12 _ 1 _32 I 13 I 11 I 2 ¥ 85 



-196 ー 林業試験場研究報告第 122 号

第 3 回調査

~----:_J 16 I 17 I 18 I 19 I 却 I 21 I 泣いい
16 3 4 
17 
18 
19 2 3 
20 l 2 
21 
22 3 
23 2 3 
24 2 2 5 
25 2 3 2 7 
26 4 4 9 
27 l l 2 3 8 
28 2 2 2 6 
29 2 4 2 B 
30 2 l 3 2 9 
31 2 4 
32 
33 3 5 
34 
35 
36 
37 2 
38 2 
39 

|3  I 1 I 8 I ぉ I 21 I 17 いo I 2 I 

松森山立木度比較第 1 回調査

~113 14 15 16 17 18 19 計

12 
13 3 l 5 
14 3 
15 2 3 6 
16 4 7 7 2 21 
17 5 9 6 2 23 
18 2 7 4 4 18 
19 3 5 8 2 19 
20 3 9 6 6 24 
21 2 10 3 16 
22 4 4 7 16 
23 4 3 9 
24 10 9 20 
25 3 3 B 
26 2 4 6 
27 4 4 9 
28 2 2 5 
29 l 2 
30 2 
31 2 
32 
33 
34 l 

35 
36 
37 

計 I 2 3 27 46 70 55 14 217 



樹高曲線の変化について(研究資料) (諏訪・真辺・神戸) -197-

第 2 回調査

計川寸
什

H
\
挽

¥

D

 12 2 
13 3 
14 3 4 
15 3 3 
16 4 5 2 13 
17 l 4 7 5 18 
18 4 3 2 10 
19 3 B 4 3 2 21 
20 2 12 7 2 25 
21 5 9 2 2 19 
22 2 7 6 3 19 
23 5 3 2 12 
24 5 4 11 
25 2 6 2 13 
26 3 3 3 10 
27 3 3 2 11 
28 3 4 
29 3 1 2 7 
30 4 4 
31 2 3 
32 
33 2 2 
34 
35 
36 
37 
38 
39 1 

計 I 3 I 1 I 11 I 25 I 58 I 60 I 27 1 23 I 6 I 2 I 
ワtl

 

η
J
h
 

l
 

第 3 因調査

計マtη
J
L
 

fo 
n
4
 

n
J
b
 

4
ゐ

n,L 2
J
 

η，
b
 

勺
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n
J
b
 

ハ
J
L

一
円

U
n
J
L
 

m
 

一
氾7

a
 

〆
b

m

¥

 

H

m

 

¥
h
D
 

12 2 
13 3 
14 2 3 5 
15 2 4 
16 6 4 1! 
17 4 3 11 
18 9 2 13 
19 2 5 3 5 17 
20 2 4 5 4 2 18 
21 4 2 7 3 2 18 
22 2 6 12 2 23 
23 2 3 2 8 
24 2 2 3 2 3 12 
25 5 2 2 11 
26 2 2 4 2 2 12 
27 3 3 3 11 
28 4 2 2 11 
29 2 5 
30 2 3 
31 2 2 2 4 10 
32 l 2 4 
33 
34 
35 
36 2 2 
37 
38 
39 2 

計 I 3 I 2 い_3I 20 I 40 I 45 I 44 戸汁 20 I 可 I 1 I 217 
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-199 ー樹高曲線の変化について(研究資料) (諏訪・真辺・神戸)
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